













キーワード：天文教育、教員研修、国際天文学連合（IAU）、NASE（Network for Astronomy School Education）
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いう形で組織されている。総会は 3 年に 1 度、世界
各国を回って開かれる。2009 年にユネスコと共同し








































2. 教員研修プログラム NASE と日本開催の計画
世界で展開している、天文分野の教員研修プログ
ラムのひとつとして、IAU のもとで開発そして実施
さ れ て き た NASE（Network for Astronomy School 
Education）がある。IAU は天文教育に焦点を当てた
委員会として、2015 年まで第 46 委員会を持っていた。
この委員会の名称について何度かの改変があったが、

















いえよう。2015 年に IAU の組織は 9 つの新しい部会
（Division）で再編成され、部会 C：天文教育、アウトリー
チ、 天 文 遺 産（Education, Outreach and Heritage）
が天文教育や普及、それに関する広い事柄を扱うこと
になった。この部会の下の委員会 C1：天文教育と開









ド資料も、今や 10 ヶ国語対応になっている。2013 年
の中国・北京で開かれた第 34 回講座が、アジア地域
での初めての開催で、アジア地域での 2 回目の開催
は 2016 年にインドネシア・マランで開かれた第 82 回
講座であった。そして 2019 年 11 月 9-10 日の第 152
回講座 NASE-Japan 2019 は初めての日本開催の回と
なった。なお、NASE は 2019 年末までに日本を含め




る。2019 年 3 月までに 54 回の協力講座が開かれ、第
49 回は 2018 年 3 月 31 日に鹿児島大学で開かれた 
Astronomy Education Meeting in Kagoshima という
研究会 8）で行ったもので、日本で初めての協力講座
となった 9）。IAU の部会 C の下の別の委員会 C2：天
文アウトリーチ（Communicating Astronomy with the 
Public）は隔年の世界大会である CAP（Communicating 
Astronomy with the Public）会合を持っており、2018
年 3 月 24-28 日に福岡市科学館で開かれた CAP2018 の
サテライト企画の一つとして、Astronomy Education 
Meeting in Kagoshima が開かれた。この時の NASE
協力講座の実施をきっかけに、日本での初の正講座開
催の提案が 2018 年 5 月 12 日にロサ・ロスから富田に
あった。2019 年 11 月 12-15 日に国立天文台三鷹キャ








































アトリズ・ガルシアに説明し、2018 年 9 月 18 日には
NASE の正講座として異例の 2 日間開催として計画す
ることを前提に進めることとした。ただし、この 2 日




月 12-15 日の IAU 第 358 回シンポジウムの前後でな
いとロサ・ロスとベアトリズ・ガルシアの日本滞在は
難しいこともあり、2018 年 9 月末には、2019 年 11 月
9 日（土）、10 日（日）に大阪教育大学天王寺キャン
パスにて、IAU 第 358 回シンポジウムのサテライト
企画の一つとして開催することが固まってきた。IAU
第 358 回シンポジウムは東京開催であるが、教員研修

















































































最終的に 52 名が参加した。うち、42 名が全日程参加
となり、修了証が授与された。参加者 52 名のうち、
日本人が 50 名、フィリピンからの参加者が 2 名で




員 17 名（退職者を含む）、支援学校教員 3 名、教員研
修センター教員 1 名、大学教員 5 名、大学生・大学院




と終われる方々もいらっしゃり、10 代から 70 代まで、
幅広い年齢層の参加となった。出身地について、申込
時の参加者からの情報を頼れば、フィリピンからの 2
名以外は、大阪府から 21 名、兵庫県 7 名、京都府 5 名、












4. NASE-Japan 2019 の実施
第 2 章で記した通り、NASE は全体として講義が
4、ワークショップが 14、開催地周辺の天文遺産訪問
を含めた小遠足から成り、4 日間の講座として設計さ
れているが、NASE-Japan 2019 では、講義 2 科目と
小遠足を省略し、午前 8 時開始、午後 8 時終了の 1 日
12 時間の 2 日間講座として詰め込んだ。具体的な科
目構成について、表 1 に示した。








講義 3：天文学の歴史：本来 4 日間開催の講座を 2
日間に圧縮したため、省略










































NASE では 2 つのグループに分け、全体としてどち
らのグループでも同じ内容を行う。時間割を表 2 に示
表 2．NASE-Japan 2019 の実施時間割
グループ A











































































































































































NASE-Japan 2019 の評価方法として、NASE が毎
回行っている評価と、NASE-Japan 2019 の日本人チー


































































































































































（以下の URL は全て、参照日が 2019 年 11 月 24 日である。）
 1 ）International Astronomical Union (IAU)
https://www.iau.org/

















 5 ）Hands-On Universe
http://handsonuniverse.org/
 6 ）Galileo Teacher Training Program
http://galileoteachers.org/
 7 ）Universe Awareness
https://www.unawe.org/
 8 ）Astronomy Education Meeting in Kagoshima
http://web.wakayama-u.ac.jp/~atomita/Kagoshima/
 9 ）NASE Course in co-operation, No.49: Kagoshima (Japan)
http://sac.csic.es/astrosecundaria/en/cursos/realizados/
cooperacion/2018_kagoshima/ListaDocs.php
10）IAU Symposium 358: Astronomy for Equity,
Diversity and Inclusion -- A Roadmap to Action
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17）“Conclusions of the NASE course in Osaka,
Japan, November 2019” 
http://sac.csic.es/astrosecundaria/en/cursos/
realizados/reglados/152_japan_2019/Conclusiones.pdf
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